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第２次古賀市スポーツ推進計画中間見直しの趣旨 

  古賀市におけるスポーツ推進のめざすべき姿や方向性を示し、スポーツ施策推進や関係団体、機関にお

けるスポーツ推進の指針とするために、スポーツ基本法第１０条「地方スポーツ推進計画」の規定に基づ

くスポーツ推進に関する計画として、第２次古賀市スポーツ推進計画を２０１９年に策定しました。 

（計画期間：２０１９年～２０２８年） 

  その後、特定非営利活動法人古賀市スポーツ協会をはじめ、スポーツ推進委員や地域等との協働によ

り、これまで全市的にスポーツ推進に取り組んでいるところです。 

  このたび、第２次古賀市スポーツ推進計画の策定から５年が経過することから、計画で示した「めざ

す」姿や「方向性」は維持しつつ、次の５年間を見据えて、第２次古賀市スポーツ推進計画の中間見直し

を行うこととします。 

 

 

第２次古賀市スポーツ推進計画中間見直しにあたり踏まえるべき視点 

 中学校運動部活動は、生徒の多様なスポーツ活動に親しむことができる環境を充実させるとともに、教職

員の働き方改革を推進するために、福岡県では２０２３年度から２０２５年度までの３年間を、休日の活動

について段階的に地域移行を進める改革推進期間と位置付けています。 

本計画中、基本目標１「子どもの運動機会の拡充」における具体的取組「２．学校体育・運動部活動の充

実」については、運動部活動の充実に向けたこれまでの取組を、今後は部活動地域移行を見据えた取組へと

転換していくこととします。そのため、具体的取組の名称を「２．学校体育の充実と運動部活動地域移行の

推進」とします。 
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第２次古賀市スポーツ推進計画の体系 

  第２次古賀市スポーツ推進計画では、基本理念を「スポーツで市民みんなが、明るく元気に交流しあう都

市 こが」、基本方針を「スポーツで元気な人づくり」「スポーツで元気なまちづくり」とし、「子ども」「成

人」「環境」「地域」分野における基本目標や方向性、古賀市が１０年後にめざすべき姿を示しています。 
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【基本目標１：子どもの運動機会の拡充】 

１．運動あそびの推進（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

   これまで、親子スポーツ教室、スポーツを取り入れた子どもの体験活動、スポーツ推進委員による公園

運動広場で遊ぶことができる凧揚げ体験やボール投げ、体力テスト、レクリエーション等の体験プログラ

ムを実施しました。リーパスカレッジではボール遊びや乗馬、合気道、ボクシングなどの親子スポーツ体

験を実施し、またつどいの広場「でんでんむし」、１歳誕生広場、２歳元気っこ広場等において親子遊び

の場を提供するなど、子どもたちの多様な遊びを推進してきました。 

一方で、アンケート調査（*1）においては「放課後や学校が休みの日に外遊びや運動をしている」児童

生徒の割合（小学校５８．８％、中学校５９．２％）が２０１７年度（小学校６２．０％、中学校６６．

８％）と比較して小中学校ともに低下しており、また、運動しない理由として「運動をするより家で遊ん

だ方が楽しい」と回答する児童生徒の割合（小学校３９．０％、中学校３１．５％）も前回アンケート調

査（*2）（小学校２７．９％、中学校１８．５％）と比較し小中学校ともに増加するなど、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響もあり子どもたちを取り巻く運動機会が減少しています。さらに、治安面や気候

変動による熱中症など、子どもを安心して外で遊ばせることに不安を感じる保護者がいるのも現実であ

り、さまざまな環境下で子どもたちが遊ぶことのできる機会や場を提供する必要があります。 

今後も福岡県や他課との連携により、親子でスポーツが楽しめる取組や継続して行えるイベントプログ

ラムを実施し運動機会の拡充に向け取り組みます。また、保護者に対し運動遊びの必要性を働きかけるた

めの周知や啓発を実施します。 

（*1）２０２２年度に実施した、運動・スポーツ（身体活動）に関するアンケート調査 

（*2）２０１７年度に実施した、運動・スポーツ（身体活動）に関するアンケート調査 

■ 主な取組内容 

１）親子で一緒に遊ぶ機会の提供や運動、運動遊びの体験事業の実施強化・・・ 

生涯学習推進課、青少年育成課、子育て支援課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

２）保護者に対し運動遊びの必要性を働きかけるための周知・啓発の実施・・・ 

生涯学習推進課、スポーツ推進委員 
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２．学校体育の充実と運動部活動地域移行の推進（拡充） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

これまで、「古賀市小・中学校体力向上推進会議」を毎年開催し、各小中学校における体力向上プラン

や取組の情報交換等をとおして、体力向上に向けた効果的な取組の推進を図ってきました。 

中学校運動部活動の地域移行については、これまで２０２１年度から２０２２年度にかけて、「古賀市

部活動の在り方に関する懇談会」を５回開催し、部活動の現状や課題、部活動と地域の連携に関すること

について、スポーツ協会や中学校等と意見交換を行ってきました。２０２３年度からは、平日と休日の運

動部活動全てを担う顧問として、教職員以外の外部人材である「地域部活動指導員」を古賀北中学校に１

人配置しておりますが、引き続き人材の開拓を行う必要があります。 

また、子どもたちが生き生きとスポーツを楽しめるよう、中学校運動部活動関係者やジュニアスポーツ

団体の指導者を対象に、スポーツ医・科学やスポーツ心理等に基づく適切な指導がなされるよう研修会を

実施します。 

運動部活動の地域移行に向け、学校と地域との連携を進めるためには、指導者や活動場所等の確保が懸

念されています。今後、「部活動地域移行等検討委員会」等においてスポーツ団体との連携の仕組みづく

りや具体策の検討を進めていく必要があります。 

■ 主な取組内容 

１）「部活動地域移行等検討委員会」における部活動地域移行への具体的検討や 

地域スポーツ団体との情報共有・・・ 

学校教育課、生涯学習推進課、スポーツ協会、中学校 

  ２）運動部活動関係者とジュニア指導者がともに参加できる研修会の実施・・・ 

生涯学習推進課、学校教育課、スポーツ協会 

 

３．多様な体験活動の充実（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

   地域における子どもの体験活動を充実し、子どもの育ちにつながる取組として、これまでアビスパ福岡

と連携した「健康づくり地域交流フェスタ」による世代間交流の実施や、スポーツを取り入れた子どもの

体験活動、スポーツ推進委員による公園等での運動遊び体験プログラムを実施しました。 

   アンケート調査では「放課後や学校が休みの日に外遊びや運動をしている」児童生徒の割合が小学校で

５８．８％、中学校で５９．２％と、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり前回アンケート調査と

比較して（小学校：６２．０％、中学校：６６．８％）小中学校ともに低下しています。 

   今後も多様な体験活動の充実に向け、世代を超えた活動の場を設けます。また、地域での子どものスポ

ーツやレクリエーション活動等の調査を行い、子どもの体験活動の充実に向け、行政・地域が協働して機

運づくりや環境づくりについて取り組みます。 
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■ 主な取組内容 

１）親子や地域で遊ぶことができる体験プログラムや他課と連携した事業の実施・・・ 

生涯学習推進課、青少年育成課、まちづくり推進課、スポーツ推進委員 

２）地域における子どものスポーツやレクリエーション活動等の調査・・・ 

生涯学習推進課、まちづくり推進課、スポーツ協会 

 

４．ジュニアスポーツ環境の充実（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

これまで、ジュニア期の発育・発達に応じて、運動遊び・スポーツ指導を行えるグッドコーチに求めら

れるスポーツ医・科学的知識、コーチングを理解する機会の研修会、ＡＥＤの使い方や熱中症予防対策に

関する講習会を実施しました。また、競技種目の枠を越え子どもたちにスポーツをとおしてできることを

考える交流会を２０１９年度から実施しています。中学校運動部活動関係者も参加し、参加者数は全１４

回（研修会・講習会・交流会）で３６５人です。 

また、親子運動の機会として２０２１年度からリーパスカレッジでの体験講座、スポーツ協会加盟競技

協会によるスポーツ教室を実施しています。 

スポーツ指導者向けの研修会や交流会については、今後の部活動地域移行を踏まえ指導者の関心が高ま

る内容であるとともに、資質の向上を図る必要があります。また、スポーツ団体の自主研修会の実態調査

を行い、研修会の参加を増やす仕組みづくりについても研究を進めていきます。 

■ 主な取組内容 

１）スポーツ団体の自主研修会の実態調査・・・生涯学習推進課、スポーツ協会 

２）指導者研修会の参加者を増やす仕組みづくりの研究・・・生涯学習推進課 
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◆子どもの運動機会の拡充に向けた短期的（５年後）取組の指標 

 

 

 
指標内容 

２０１８年度 

（現状値） 

２０２３年度 

（目標値） 

２０２３年度 

（現状値） 

２０２８年度 

（目標値） 

１ 

全国体力・運動

能力、運動習慣

等調査における

体力合計点の結

果（小・中学

校） 

小学校：全国、

県平均以上 

中学校：全国、

県平均以下 

小・中学校 

全国、県平均以上

小学校：全国、

県平均以上 

中学校：全国、

県平均以下 

小・中学校 

全国、県平均以上 

２ 

スポーツ指導に

携わる指導者へ

の実践的かつ効

果的な研修会実

施 

1 回/年 2 回以上/年 3 回/年 4 回以上/年 

３ 

放課後や学校が

休みの日に外遊

びや運動をして

いる児童・生徒

の割合 

小学校：62.0％ 

中学校：66.8％ 
70.0％ 

小学校 58.8％ 

中学校 59.2％ 
70.0％ 

４ 

５歳児保護者が

子どもと一緒に

運動やスポーツ

をする割合 

62.8％ 70.0％ 75.6% 

（2023 年度現

状値より） 

増加 
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【基本目標２：ライフステージに応じたスポーツ活動の推進】 

１．スポーツへのきっかけづくり（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

スポーツ未実施者をスポーツ実施者へ転換させるための取組の１つとして、２０２２年度より毎年１０

月をスポーツ月間と定め、また２０２３年度の市民健康スポーツの日は、会場をこれまでの市民体育館・

市民グラウンドから古賀中学校（運動場、野球場、テニスコート、体育館、武道館、弓道場）へと移し、

様々なスポーツイベントを実施しました。 

健康介護課では、介護予防のための自宅でできる運動を普及啓発するための体験会や広報、出前講座等

での健康チャレンジ１０か条の啓発、スポーツ推進委員と健康づくり推進委員による合同体力チェックや

インボディ測定会、リーパスカレッジによる体験型講座を実施し、各機関が連携した多様なスポーツへの

きっかけづくりを図りました。 

また、２０２２年度に女子バレーボールチームである福岡ギラソールとフレンドリータウンに関する協

定を締結し、市民健康スポーツの日への参加やバレーボール教室の開催など相互の協力により取り組んで

います。 

アンケート調査では、１８歳以上の市民が１年間にスポーツ行事やスポーツイベントに「参加した」と

答える割合が１５．１％と、前回アンケート調査の２９．３％と目標値の４０％を下回っています。また、

１８歳以上の市民が健康のために心がけていることとして「運動やスポーツ」と答える割合は４０．９％

であり、前回アンケート調査の４４．８％から減少しています。いずれの結果も新型コロナウイルス感染

症拡大により、スポーツイベントに参加できず、運動・スポーツが実施できない状況であったことが影響

したと考えられます。 

今後もスポーツ月間の実施などこれまでの取組は継続し、常に健康を意識できる環境づくりや身近なと

ころでスポーツに触れる機会を提供します。 

■ 主な取組内容 

１）スポーツへのきっかけづくりとなるスポーツ月間等の取組継続と充実・・・ 

生涯学習推進課、スポーツ協会 

 

２．運動習慣の定着化（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

 働く世代に対し、コロナ禍であっても身近にできるウォーキングやランニングの歩数・距離を競う市区

町村対抗のオクトーバーラン・ウォークに２０２０年度から３年間エントリーし、２０２０年度からは健

康介護課と「ふくおか健康ポイントアプリ」の機能を活用したウォーキング推進を行っています。また、

労働災害で転倒事故が増加傾向にあり筋力強化運動や歩き方など運動の習慣化に対する企業の取組に鑑
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み、働く世代を対象に２０２２年度に企業連携研究のため東福岡労働基準局と情報を共有し講習会を開催

しましたが、企業参加が少ない現状があります。 

アンケート調査では、１８歳以上の市民が週１回以上運動・スポーツを実施する割合は６２．３％であ

り、前回アンケート調査の５８．４％を上回っていますが、目標値の６５．０％は達成できていません。

新型コロナウイルス感染症拡大も大きく影響していると考えられますが、ウイズコロナ期となった今後

も、企業と健康づくりに関する場づくりについては、関係機関と連携し情報を共有しながら取組を継続し

ます。 

■ 主な取組内容 

１）「ふくおか健康ポイントアプリ」等の活用による運動習慣の定着化・・・ 

生涯学習推進課、健康介護課 

２）関係課、関係機関と連携した働く世代の健康・体力づくりの場づくり・・・ 

生涯学習推進課、スポーツ協会、民間企業 

 

３．健康づくりにつながる運動・スポーツ（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

健康づくりの推進と古賀市の魅力再発見につなぐウォーキングイベント（市民ウォーキング・地域ウォ

ーキング）を毎年実施し、市民ウォーキングでは文化課・環境課と連携、地域ウォーキングはテーマに応

じ地域団体などと連携しています。１回あたりの参加者は天候に左右されますが市民ウォーキングは概ね

１７０人、地域ウォーキングは概ね６０人です。２０１９年度から２０２３年（１１月末）までの参加者

数は、延べ約１，５００人です。 

ウォーキング人材育成は、５回シリーズ講座（講義・実技・演習）を実施し２０２３年３月に「プラッ

テン Do（*3）マップ」を作成し発行しました。しかし、講座の参加者は若年層が少なく、また固定化して

おり新たな人材を確保し地域へつないでいくことが必要です。 

今後もウォーキング人材育成講座等これまでの取組は継続し、地域活動の核となる人材の育成をめざし

ます。また、古賀市は２０２３年度より産学官が連携し、朝食の習慣化を柱とした「古賀式 私の朝プロジ

ェクト」に取り組んでいます。この取組の一環として、市内９コースある「歩いてん道」活用と健康増進

をテーマに「朝活ウォーク」を実施しており、主体的にウォーキングに親しむきっかけづくりとなるよう、

今後も継続して実施します。また、誰もが自分の身体状況に合わせてできるラジオ体操を推進し、地域活

動を担う新たな人材の育成をめざします。 

（*3）プラッテン Do とは、「プラッテン」⇒プラス 10 分、「ドウ」⇒道（道を行く）・動（身体を動かす）・Do（実行する）の意味 

■ 主な取組内容 

１）地域における健康・体力づくりの指導や支援を行う新たな人材の育成・・・ 
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生涯学習推進課、まちづくり推進課、健康介護課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

 

４．スポーツのユニバーサルデザイン化（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

これまで、スポーツ推進委員やスポーツ協会による風船バレー教室やボッチャ等のレクリエーションス

ポーツ体験会、車いすバドミントンや車いすテニス等のパラスポーツ体験会を実施し、障がい者スポーツ

の競技者と交流し、障がい者スポーツについての理解促進に努めました。 

今後は、出前講座等による地域に出向いた活動についても推進するとともに、パラスポーツ体験会をは

じめ、障がいのある人とない人が共にスポーツに参加できる体験会等の場づくりと情報発信を充実させま

す。また、障がい者に係わるボランティア団体とも連携した、障がい者のスポーツ活動の支援についても

検討します。 

■ 主な取組内容 

１）障がい者を支援するボランティア団体と連携した、障がい者スポーツに親しむ環境づく

り・・・ 

生涯学習推進課、福祉課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

２）障がいのある人が実施できるスポーツに関する情報の発信・・・ 

生涯学習推進課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 
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◆ライフステージに応じたスポーツ活動の推進に向けた短期的（５年後） 

取組の指標 

 

 

 
指標内容 

２０１８年度

（現状値） 

２０２３年度 

（目標値） 

２０２３年度 

（現状値） 

２０２８年度 

（目標値） 

１ 

１８歳以上の市民が

週１回以上運動・ス

ポーツを実施する割

合 

58.4％ 65.0% 62.3％ 65.0％ 

２ 

１８歳以上の市民が

１年間にスポーツ行

事やスポーツイベン

トに「参加した」と

答える割合 

29.3％ 40.0% 15.1％ 40.0％ 

３ 

１８歳以上の市民が

健康のために心がけ

ていることとして

「運動やスポーツ」

と答える割合 

44.8％ 

（2018 年度現

状値より） 

増加 

40.9％ 

（2018 年度現

状値より） 

増加 

４ 
障がい者スポーツ体

験会への参加者数 
40 人/年 

（2018 年度現

状値より） 

増加 

120 人/年 

（2023 年度現

状値より） 

増加 
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【基本目標３：気軽にスポーツに関わることができる環境づくり】 

１．スポーツ施設の有効活用（拡充） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

中学校体育施設の開放は、これまで体育館のみ平日及び土曜日の開放を行っていましたが、２０２２年

１０月より運動場、武道場、テニスコート、野球場については、日曜日の開放を新たに開始しています。

さらに、２０２３年４月より古賀北中学校の多目的室を開放し、学校施設の有効活用を推進してきました。 

古賀市公共施設予約システムについては、２０２２年１０月にシステムを更改し、施設利用料のクレジ

ット決済が可能となりました。利用者にはシステムを利用した予約を促し、利便性向上を図っていきます。 

スポーツ施設のある公園などについては、予約窓口や利用方法が異なる運用をしているため、社会体育

施設等と予約方法や利用窓口の統一化等に向け、検討を進める必要があります。 

アンケート調査では、運動やスポーツ活動を行う（始める）条件として、趣味に使う時間が増えればと

いう意見（３８．１％）に次いで、近くにスポーツ施設や場所があることという意見が全体の３５．５％

であり、スポーツ施設はスポーツ団体のみならず、友人や家族と気軽に利用できる施設であることをお知

らせすることも必要です。 

今後も学校施設の余裕教室等について開放を推進するとともに、都市整備課と連携し、公園においても

より多くの市民や団体が気軽に体力づくりやスポーツができる環境の整備について検討を進めます。 

また、古賀駅東口開発に伴う新たな道路整備により影響を受ける古賀市民体育館の今後については、他

の計画との整合性を図りながら、市民サービスの維持を前提に、さまざまな方策について検討を進めます。 

市内スポーツ施設の老朽化による不具合対策に関しては、点検や維持補修を充実させ、スポーツの機会

損失が最小限となるよう取り組みます。 

 

■ 主な取組内容 

１）スポーツ施設の予約方法や窓口の統一化・・・ 

生涯学習推進課、都市整備課 

  ２）公園における気軽にスポーツに関わることができるような環境の整備・・・ 

生涯学習推進課、都市整備課 

３）スポーツ施設の点検、維持補修の充実・・・ 

生涯学習推進課、都市整備課、指定管理者 
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２．効果的な情報提供（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

スポーツの実施に結びつく情報提供は、これまで広報こがや市ホームページ、チラシの配布や Facebook、

スポーツ団体専用の LINE アカウント等を活用した情報提供を行い、また２０２３年度からは市 LINE 公

式アカウントの運用も始まりましたが、市が発した情報が十分に市民に行き渡らない現状があります。ま

た、スポーツ情報の取得方法は、若年層では SNS 等の比率が高く、年代が上がるにつれて広報誌等紙媒体

での取得の比率が高くなっており、各世代に応じた情報提供を行う必要があります。今後も、様々な媒体

を活用した情報提供を継続するとともに、スポーツのマメ知識など市民がより関心を持つ効果的な情報発

信について工夫を重ねていきます。 

■ 主な取組内容 

１）市民が関心を持てるような効果的な情報発信方法の検討・・・ 

生涯学習推進課、健康介護課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

 

３．スポーツ資源の有効活用（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

市内に９コース設置している「歩いてん道」は、これまでウォーキングイベントや「朝活ウォーク」で

全コースを活用しました。広域ウォーキングでは２０２０年度から２０２２年度まで浜辺でつながってい

る福津市へのコース、戦国時代の武将で係わりが深い新宮町へのコースを考案し、あわせて約２６０人が

参加するイベントを行いました。 

プラッテン Do の取組では多くの市民が立ち寄る古賀市役所、リーパスプラザこが等をスタート・ゴー

ルにコースマップを作成し、地域活動で活用してもらうようヘルス・ステーション（*4）で周知するなど、

他課とも連携し取り組んでいます。また、リーパスカレッジで実施した親子乗馬体験は、福岡県立馬術競

技場を活用した大変人気が高い講座となりました。 

アンケート調査では、１８歳以上の市民が「歩いてん道」を認知している割合は６４．１％であり、目

標値の５０％を超えていますが、歩いたことがある人は２６．２％と十分に活用されているとは言えませ

ん。認知度を更に上げ効果的な活用につなげるためには、「朝活ウォーク」の開催や案内板の整備などソ

フト・ハード面での取組が必要です。また、公園等既存の資源を生かしたウォーキングや指定管理者等の

民間活力を活用した取組も進めていきます。 

（*4） 地域における主体的な健康づくり活動を行うために設置された団体 
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■ 主な取組内容 

１）「朝活ウォーク」の推進・・・ 

生涯学習推進課、健康介護課 

２）プラッテン Doマップを活用したウォーキングの推進・・・ 

生涯学習推進課、健康介護課 

３）スポーツ施設の点検、維持補修の充実・・・ 

生涯学習推進課、都市整備課、指定管理者 
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◆気軽にスポーツに関わることができる環境づくりに向けた短期的（５年後） 

取組の指標 

 

 

 
指標内容 

２０１８年度

（現状値） 

２０２３年度 

（目標値） 

２０２３年度 

（現状値） 

２０２８年度 

（目標値） 

１ 

１８歳以上の市民が

１年間に運動やスポ

ーツのために公共ス

ポーツ施設を「利用

したことがある」と

答える割合 

32.9％ 

（2018 年度 

現状値より） 

増加 

21.9% 

（2018 年度 

現状値より） 

増加 

２ 

１８歳以上の市民が

「歩いてん道」を認

知している割合 

－ 50.0% 64.1％ 

（2023 年度 

現状値より） 

増加 
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【基本目標４：スポーツをツールとした地域活性化】 

１．自治会や校区コミュニティにおけるスポーツ活動の充実（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

市主催イベントの市民駅伝大会、スポーツ協会主催による各種大会の他、ヘルス・ステーションでのウ

ォーキングやラジオ体操、各自治会や校区コミュニティでの様々なスポーツ大会や交流会（運動会、スポ

ーツ交流会、グラウンドゴルフ大会、ウォーキングなど）が実施されています。また、子ども対象のアン

ビシャス広場でのスポーツ体験や高齢者対象のボールを使った運動やゲーム、サロン活動などスポーツを

通してコミュニケーションが育くまれ、スポーツの力で健康、仲間、地域づくりができています。スポー

ツ推進委員活動の出前講座では気軽にできる体操やスポーツ体験会を行い、運動習慣につなぐ実技指導を

行っています。 

この様に市やスポーツ協会、自治会等において年間をとおし様々なイベントを実施しているため、それ

ぞれの行事が重ならないように配慮する必要があります。今後、地域での行事や各種団体が行う行事を把

握し、効果的な行事のあり方について研究を進めていきます。 

■ 主な取組内容 

１）地域における効果的な行事のあり方や支援の方法についての研究・・・ 

生涯学習推進課、まちづくり推進課、健康介護課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

 

２．スポーツを支える人材の育成・活用（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

地域づくりの視点を持った人材育成ではウォーキングを手段とした講座を実施しました。受講者の半数

以上が、すでに地域や市民団体の活動者で、受講後は地域や団体でウォーキング活動を広げています。ま

た、ウォーキングマップに関与する人材の発掘と活用を進めマップを作成しました。 

市民のスポーツ活動を推進するスポーツ推進委員は、出前講座や主催事業の実施など個々の専門性を活

かし生涯スポーツの推進を行いましたが、委員数は２０２３年（１１月現在）１０人と年々減少していま

す。 

また、人材育成講座の参加者は若い世代の参加が少なく高齢化しているため、新たな人材を確保し地域

へつないでいくことが必要です。今後も、人材育成講座や出前講座は継続して実施しますが、これまでよ

り幅広く関係課や関係団体との連携を深めることで、新たな人材の確保や幅広い年代層の参加を促す必要

があります。 

■ 主な取組内容 

１）新たな人材の確保をめざした人材育成講座の実施・・・ 
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生涯学習推進課、スポーツ協会 

２）地域への出前講座等に活かすスポーツを支える人材の発掘と育成・・・ 

生涯学習推進課、まちづくり推進課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 

 

３．大規模国際大会を契機とした地域活性化（継続） 

■ これまでの取組と課題、今後の方向性 

古賀市出身のラグビー元日本代表である福岡堅樹さんとバスケットボール日本代表の比江島慎選手の

国際大会における活躍は、市民に大きな感動をもたらし夢や希望を与えてくれました。世界トップレベル

で活躍する選手を身近に感じることができることは、スポーツへの関心をより一層高めるとともに、市民

として誇りを持つことにつながります。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックでの、ルーマニア柔道競技の事前キャンプ受け入れとパラ

リンピック採火式は、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できませんでしたが、コミュニティラ

イブサイトをイオンモール福津で実施し、会場からの応援や交流写真の展示等を実施しました。また、大

会出場選手とのオンライン交流には、古賀市・福津市の子どもたちが参加し、交流を深めることができま

した。毎年１０月のスポーツ月間は、これら取組を契機とし２０２２年度から開始したスポーツイベント

です。今後も、東京２０２０オリンピック・パラリンピックの意義を未来へと引き継ぎ、継続してスポー

ツに触れる機会を提供します。 

■ 主な取組内容 

１）東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機としたスポーツ月間の取組継続と充

実・・・ 

生涯学習推進課、スポーツ協会、スポーツ推進委員 
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◆スポーツをツールとした地域活性化に向けた短期的（５年後）取組の指標 

 

 

 
指標内容 

２０１８年度

（現状値） 

２０２３年度 

（目標値） 

２０２３年度 

（現状値） 

２０２８年度 

（目標値） 

１ 

１８歳以上の市民が

自治会等を単位とし

た住民交流のための

スポーツ行事に「参

加したい」と答える

割合 

37.1％ 

（2018 年度

現状値より） 

増加 

30.6％ 

（2018 年度

現状値より） 

増加 

２ 

オリンピック・パラ

リンピックを契機と

したスポーツイベン

トの実施 

1 回/年 

（2018 年度現

状値の） 

維持・継続 

1 回/年 

（2023 年度

現状値の） 

維持・継続 
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古賀市スポーツ推進計画中間見直し経緯 

 

開催日 会議名等 

令和５年７月４日 第１回古賀市スポーツ推進審議会 

令和５年８月２４日 第２回古賀市スポーツ推進審議会 

令和５年９月２６日 第３回古賀市スポーツ推進審議会 

令和５年１２月１３日 第４回古賀市スポーツ推進審議会 

令和６年１月２６日～ 

２月２５日 
パブリック・コメント実施 

 

 

 

主な協議内容 

・第２次古賀市スポーツ推進計画の進捗状況について 

      ・運動・スポーツ（身体活動）に関するアンケート結果について 

・福岡県と古賀市における中学校部活動の地域移行について 

・第２次古賀市スポーツ推進計画中間見直しについて 

 など 
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古賀市スポーツ推進審議会委員名簿 

 

（敬称略）    

氏 名 所属 

会⻑ 本多 壮太郎 福岡教育大学 大学院教育学研究科 教職実践研究ユニット 教授 

副会⻑ 吉永 春男 特定非営利活動法人 古賀市スポーツ協会 副会⻑ 

委員 髙原 友彦 特定非営利活動法人 古賀市スポーツ協会 副会⻑ 

委員 薄 秀治 学校法人 すすき学園やまびこ幼稚園 園⻑ 

委員 伊藤 一哉 一般社団法人 ルートプラス 代表 

委員 齋藤 光範 障がい者スポーツ関係者 

委員 花田 亜紗美 ⻄部ガス都市開発株式会社（クロスパルこが 所⻑） 

委員 山本 康介 社会福祉法人 古賀市社会福祉協議会  

委員 大森 睦子 古賀市スポーツ推進委員 代表 

委員 森本 泰史 
福岡県人づくり・県⺠⽣活部スポーツ局  
スポーツ振興課 地域スポーツ係 参事補佐・係⻑ 

委員 平島 信幸 福岡県立玄界高等学校 教頭 

委員 野田 一郎 古賀市立花鶴小学校 教頭 

委員 井浦 政義 古賀市教育委員会 ⻘少年育成課 ⻘少年⽀援センター⻑ 

委員 智原 英樹 古賀市役所 まちづくり推進課⻑ 

委員 吉田 直美 古賀市役所 健康介護課 健康づくり係⻑ 
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２０２２年度健康・スポーツ（身体活動）に関するアンケート調査結果 

 

■実施時期 

２０２２年９月 

 

■調査対象、回答状況 

調査対象 対象者数 回答数 回答率 

古賀市に住民登録がある１８歳以上の方 
１，５００人 

（無作為抽出） 
４９６人 ３３％ 

古賀市立中学校の２年生 ５２４人 ４５１人 ８６％ 

古賀市立小学校の５年生 ５４９人 ４９７人 ９１％ 

古賀市に住民登録があり市内幼稚園及び

保育園に通う５歳児の保護者 
４８４人 ２２５人 ４６％ 

 

 

 

 

１．放課後や学校が休みの日に外遊びや運動をしている児童生徒の割合 

  

58.8% 41.2%

59.2% 40.8%

外遊びや運動をしていることが多い あまり外遊びや運動をしていない

【中学２年生】

【小学５年生】 
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２．放課後や休日に運動をしない理由 

 

 

  

 

 

20.0% 39.0% 7.3% 9.3% 10.2%

3.4%

10.7%

宿題や塾・習い事があり、外遊びや運動をする時間がないから

外遊びや運動をするより家で遊んだほうが楽しいから

外遊びや運動をする場所がないから

外遊びや運動をすることに興味がないから

外遊びや運動をすることがきらいだから

家の人から外に行かないように言われているから

その他

【小学５年生】

19.6% 31.5% 4.3% 20.1% 20.1%

0.5% 3.8%

文化部での活動や塾・習い事があり、運動をする時間がないから

運動をするより家で遊んだほうが楽しいから

運動をする場所がないから

運動をすることに興味がないから

運動をすることが嫌いだから

家の人から外に行かないように言われているから

その他

【中学２年生】
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３．子どもと一緒に運動やスポーツをする割合（５歳児の保護者） 

 

 

 

４．週１回以上運動・スポーツを実施する割合（１８歳以上） 

 

 

 

５．１年間にスポーツ行事やスポーツイベントに「参加した」と答える割合（１８歳以上） 

  （※複数回答） 

 

15.6% 60.0% 19.1% 5.3%

よくしている ときどきしている あまりしない ほとんどしない

18.5% 20.8% 23.0% 8.5%

4.0%

25.2%

週に5回以上 週に３～４回 週に１～2回 月に１～2回 年に数回 してない・できない

3.6%

7.9%

2.8%

4.2%

84.9%

古賀市やスポーツ協会が主催したスポーツイベント

（駅伝大会、ウォーキング大会、分館対抗大会など）

町内会や子ども会等が主催するスポーツイベント（行政

区の運動会など）

古賀市内で開催された民間のスポーツイベント

古賀市外で開催されたスポーツイベント

参加しなかった
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６．健康のために心がけていることとして「運動やスポーツ」と答える割合（１８歳以上） 

   （※複数回答） 

 

 

 

 

 

７．１年間にスポーツのために公共スポーツ施設を利用する割合（１８歳以上） 

 

 

 

 

40.9%

58.3%

54.2%

14.5%

57.1%

46.2%

23.2%

10.7%

2.0%

運動やスポーツをする

十分な睡眠や休養をとる

定期的に健康診断を受ける

健康補助食品を食べる

食生活に気を付ける

規則正しい生活をする

酒やたばこを控える

特に心掛けていることはない

その他

17.1% 4.8% 78.0%

古賀市の公共施設を利用した 古賀市以外の公共施設を利用した 利用していない
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８．運動やスポーツ活動を行う（始める）条件（１８歳以上）（※複数回答） 

 

 

 

９．「歩いてん道」を認知している割合（１８歳以上）

 

38.1%

34.5%

25.2%

35.5%

2.8%

2.8%

8.9%

26.4%

8.9%

21.2%

9.1%

4.8%

21.8%

28.8%

10.7%

15.3%

3.6%

0.8%

趣味に使う時間が増えれば

運動やスポーツにかかる費用が安くなれば

生活費に余裕が出来れば

近くにスポーツ施設や場所があれば

託児機能が整っていれば

職場のスポーツ環境が充実されれば

施設予約が簡単にできれば

年齢や体力に応じた指導プログラムがあれば

家事・育児が軽減されれば

一緒に活動する仲間が出来れば

スポーツを教えてくれる人が身近にいれば

家族の理解が得られれば

楽しめる運動や種目が増えれば

気軽に参加できる教室があれば

運動やスポーツに関する情報が容易に手に入れば

特になし

その他

不明・無回答

26.2% 25.6% 12.3% 33.9%

2.0%

よく知っている（歩いたことがある）

知っているが歩いたことはない

名前だけは知っている（聞いたことがある）

知らない（初めて聞いた)

不明・無回答


